
※中止や変更になる場合あり。※中止や変更になる場合あり。
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17日

12日
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17日
3日

令和7年度・年間行事予定
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2025.7

住所／〒921-8135 金沢市四十万3丁目90番地
FAX／076-298-1233  開館時間／9：00～17：00
休館日／土・日・祝祭日、12月29日～1月3日
※上記の他、館長が定める休館日

https://shijima-k. jp
info@shijima-k.jp

TEL.076-298-1234金沢市四十万公民館

詳細や最新情報は
こちらからチェック
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火

火

火
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あいぞめ学級❶あいぞめ学級❶

あいぞめ学級❷あいぞめ学級❷

あいぞめ学級❸あいぞめ学級❸

あいぞめ学級❹あいぞめ学級❹

あいぞめ学級❺あいぞめ学級❺

和大学❶和大学❶

和大学❷和大学❷

和大学❸和大学❸

和大学❹和大学❹

和大学❺和大学❺

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

2026

第5 回

21日 日

　

四
十
万
公
民
館
が
地
域
の
皆
様

か
ら
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、令
和

3
年
4
月
開
館
以
来
5
年
目
と
な

る
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

公
民
館
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
元
年
と

重
な
り
、ま
た
1
年
延
期
の
上
、開

催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
、校
下・地

域
団
体
と
協
力
し
た「
た
け
の
こ

市
」の
開
催
、地
域
の
皆
様
が
集
い
、

学
び
会
い
や
趣
味
を
つ
う
じ
て
生
涯

学
習
の
場
と
し
て
、「
あ
い
ぞ
め
学

級
」「
和
大
学
」「
歌
声
サ
ロ
ン
」等
の

学
級
開
催
な
ど
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、特
色
を
生
か
し
た
公
民
館
活

動
を
築
き
つつ
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
5
年
と
い
う
短
い
通
過

点
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
特

色
の
あ
る
事
業
等
を
企
画
し
、多
く

の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
役

職
員
一同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
共
、地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

開
館
5
周
年
を
迎
え
て

雨天中止

雨天中止

四
十
万
公
民
館

館
長

北
野 

俊
一

主な事業計画

地域SDGs学級

あいぞめ学級
学級長／東元 秀明　サポーター／福田・北川

学級生69名。体験や講演・講習を通し、
SDGsについて考えます。

高齢者学級

和【なごみ】大学
学級長／清水 一郎　サポーター／多幡・吉川

学級生90名。楽しく学び、交流し、絆を
深め、生涯学習に努めます。

成人教育事業

歌声サロン
塾長／遠藤 泰紀　スタッフ／谷村・小松

参加者16名。毎月第1・3金曜日に開催。

年5 回
開催予定

年5 回
開催予定

年22回
開催予定

お
問
い
合
わ
せ

あ
と
が
き

広
報
視
聴
覚
部

金沢市四十万公民館

決勝トーナメント

しじま台町会（3位）しじま台町会（3位）

四十万第一町会B（3位）四十万第一町会B（3位）

6
月
15
日（
日
）。11
町
会
15
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。予
選
2
試
合
後
、8
チ
ー
ム
で

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

四十万3丁目光和会A

四
十
万
第
一
町
会
B

三
十
苅
中
央
町
会

四
十
万
3
丁
目
光
和
会
B

四
十
万
3
丁
目
光
和
会
A

四
十
万
第
一
町
会
A

四
十
万
き
ず
な
町
会

し
じ
ま
台
町
会

三
十
苅
町
会

６月に行われたソフトバレーボール大
会に、たくさんのちびっこの姿がありま

した。体育部や選手に若い人達の参加が多
くなってきたのでしょう。ちびっこ
の応援も微笑ましく感じました。

会場／金沢市営専光寺ソフトボール場

6
8

会場／金沢市大和町広場（市民芸術村）

市民グラウンドゴルフ大会

雨の為、順延になりましたが
この日は天候も良く、四十万

公民館代表の8名は、元気に参加する
ことができました。お疲れ様でした！

6
19

会場／金沢市総合体育館

南部地区公民館対抗
ソフトバレーボール大会

四十万公民館から
はA・Bの２チーム

が出場し、Aチームが初優
勝しました。Bチームはあ
と１勝すれば決勝トーナメ
ント進出で惜しかったです。

7
6

南部ブロックの公民
館12館が参加。

四十万公民館は3位入賞す
ることができました。

優勝おめでとう

四十万きずな町会（準優勝）四十万きずな町会（準優勝）

8/12（火）

8/15（金）

公民館休館

南部地区公民館対抗
ソフトボール大会



人件費

管理費

管理費（土地賃借料）

少年教育費

成人教育費

高齢者教育費

体育レクリエーション費

文化祭費

広報活動費

二十歳のつどい費

社会体育大会費

役職員研修費

次年度繰越金

予備費

7,462,272

4,691,118

1,450,000

389,349

1,149,131
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寄付金・広告料
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雑収入

前年度繰越金

10,963,000

400,000

0

390,000

461,000

2,389,000

1,050,000

250,000

912,620

0

1,251,510
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22,938,988
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令和6年度決算
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大
学 
正
治

宮
口 
大
輔
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恭
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金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員

各
種
団
体
長
及
び
施
設
長
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種
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体
長
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び
施
設
長
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十
万
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町
会
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市
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森
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純
一

吉
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茂
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金
沢
中
街
頭
交
通

推
進
隊
額
支
隊

四
十
万
校
区

社
会
福
祉
協
議
会

四
十
万
地
区

民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会

四
十
万
校
下

防
犯
委
員
会 

四
十
万
校
下

赤
十
字
奉
仕
団 

四
十
万
校
下

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

四
十
万
校
下

長
寿
連
合
会

金
沢
市

額
市
民
セ
ン
タ
ー 

J
A
金
沢
市

額
支
店

金
沢
中
警
察
署

大
額
交
番
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十
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校
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身
障
者
福
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協
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会

金
沢
第
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額
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団
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中
学
校

額
中
学
校
P
T
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四
十
万
小
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十
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小
学
校

育
友
会

四
十
万
校
区

少
年
連
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四
十
万
校
下

婦
人
会

四
十
万
振
興
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四
十
万
校
下

青
年
部

会
長

会
長

部
長

会
長

会
長

会
長

会
長

委
員
長

会
長

会
長

支
隊
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分
団
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会
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校
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委
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委
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所
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野
﨑 

葉
志
子

中
川 

太
佑

濱
谷 

真
希
子

山
田 

利
勝

一
松 

由
美
子

多
幡 

ユ
キ
子

吉
本 

哲
★★★

宮
下 

毅

東
元 

秀
明

八
子 

和
明

遠
藤 

泰
紀

畔
柳 

幸
平

河
内 

専
吉

中
村 

惠
子

伊
藤 

雄
大

石
立 

弘

山
口 

達
弘

一
松 

一
成

吉
田 

茂
樹

四
十
万
校
区

社
会
福
祉
協
議
会

四
十
万
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会

四
十
万
校
下

防
犯
委
員
会

四
十
万
校
区
少
年
連
盟

四
十
万
校
下
婦
人
会

金
沢
第
一消
防
団
額
分
団

会
長

副
会
長

会
長

委
員
長

委
員
長

分
団
長

額
中
学
校

四
十
万
小
学
校

森
中 

静
恵

後
山 

利
佳

中
村 

孝

石
川 
淳

河
内 

克
彦

校
長

校
長

会
長

副
会
長

副
会
長

四
十
万
校
下

町
会
連
合
会

★★

館長推薦

部
　
長（
委
員
長
）

副
部
長（
副
委
員
長
）

……

〜
朝
掘
り
竹
の
子
、山
菜
に
行
列
〜

4
26

★ ★

育
成
部

育
成
部

文
化
部

文
化
部

ス
ポ
ー
ツ
普
及
推
進
委
員

ス
ポ
ー
ツ
普
及
推
進
委
員

公
民
館
役
職
員

公
民
館
役
職
員

町
会
長
名
簿

町
会
長
名
簿

運
営
審
議
会

運
営
審
議
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

四
十
万
た
け
の
こ
市

第
2
回

★★★★★★ ★

★★ ★★★ ★

広
報

視
聴
覚
部

広
報

視
聴
覚
部

薮
内 

浩

吉
本 

哲

多
幡 

ユ
キ
子

★ ★

　

令
和
3
年
4
月
の
四
十
万
公
民
館
オ
ー
プ
ン

に
、北
野
館
長
よ
り
相
談
役
の
要
請
が
あ
り
、少

し
で
も
公
民
館
の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
の
思
い
か

ら
お
受
け
し
ま
し
た
。こ
の
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
受
け
大
き
な
制
限
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

翌
年
度
は
企
画
し
た
事
業
は
す
べ
て
開
催
す
る

事
が
で
き
、本
来
の
公
民
館
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。公
民
館
は
地
域
の
皆
様
が

楽
し
く
集
い
学
習
し
連
携
を
深
め
る
場
と
し
て
、

ま
た
生
涯
学
習・社
会
教
育
を
通
じ
地
域
住
民

の
皆
様
の
友
情
の
促
進・連
帯
意
識
と
共
に
、公

民
館
委
員
の
皆
様
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。そ

し
て
、公
民
館
役
職
員
一同
が
素
晴
ら
し
い
事
業

運
営
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
四
十
万
公
民
館
に
携
わ
る
皆
様
の
健

康
と
ご
活
躍
を
御
祈
り
致
し
ま
す
。4
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

「
い
い
ね
四
十
万
」

四
十
万
公
民
館

前
相
談
役

村
上 

哲
男

　

3
月
31
日
を
も
って
副
館
長
を
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。令
和
3
年
か
ら
4
年
間「
和

大
学
」の
学
級
長
と
し
て「
ひ
が
し
茶
屋
街
で
の

伝
統
文
化
芸
能
と
の
交
流
」「
石
川
県
警
察
音

楽
隊
の
演
奏
」が
印
象
深
く
、無
事
に
終
え
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
地
域
住
民
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
って
お
り
ま
す
。皆
様
方

が
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

四
十
万
公
民
館

前
副
館
長

石
立 

弘

　

今
年
度
か
ら
石
立
さ
ん
の
後
任
に
就
い
た
田

上
で
す
。自
分
の
能
力
を
思
う
と
重
荷
な
の
で

す
が
、公
民
館
に
係
っ
た
年
数
だ
け
は
長
い
の
で
、

今
ま
で
の
経
験
を
頼
り
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
心
掛
け
て
、色
々
な
行
事・地
域
活
動
な
ど
が

出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

四
十
万
公
民
館

副
館
長

田
上 

義
輝

開
級
式
・
日
帰
り
バ
ス
研
修

安
宅
住
吉
神
社

勧
進
帳
も
の
が
た
り
館

木
場
潟
里
し
る
べ

ゆ
の
く
に
の
森(

昼
食)

5
20

あ
い
ぞ
め
学
級

地
域
S
D
G
ｓ
学
級

54
名
が
参
加
。勧
進
帳
も

の
が
た
り
館
で「
智
・
仁
・

勇
」の
物
語
に
つ
い
て
学
び
、

広
大
な
土
地
有
効
活
用
し

て
造
ら
れ
た
施
設「
木
場

潟
里
し
る
べ
」で
は
、新
た

な
里
山
再
生
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学

び
、そ
こ
で
収
穫
さ
れ
た

「
再
エ
ネ
ト
マ
ト
」を
お
土

産
に
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

1

開
級
式
・
日
帰
り
バ
ス
研
修

松
任
城
跡
公
園

ト
レ
イ
ン
パ
ー
ク
白
山

圓
八

6
27

和
【
な
ご
み
】大
学

高
齢
者
学
級

60
名
が
参
加
。松
任

城
跡
を
散
策
。松
任

の
地
名
の
い
わ
れ
は
、

9
3
5
年
に
国
司

の
松
木
氏
に
命
名
を

任
せ
た
か
ら
だ
そ

う
で
す
。ト
レ
イ
ン

パ
ー
ク
白
山
で
は
黄
色
の
ド

ク
タ
ー
カ
ー
を
見
る
事
が
出

来
ま
し
た
。昼
食
は
、ゆ
っ
く

り
と
時
間
を
か
け
て
料
理
と

会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

1

テーマは

［学び］
ご応募
お待ちして
おります 締切

9月30日

第5
回 写真コンテスト

健
康
で
、

共
に
学
び
、

楽
し
く

集
い
ま
し
ょ
う
。

安
く
て
美
味
し
い
四
十

万
の
竹
の
子
に
、開
店

前
か
ら
行
列
が
出
来
ま

し
た
。婦
人
部
の「
竹
の

子
入
り
め
っ
た
汁
」、ド

ラ
ム
缶
・
釜
で
焼
い
た

「
竹
の
子
ピ
ザ
」

な
ど
が
、振
舞

わ
れ
ま
し
た
。


